
平
成
二
十
八
年
度

博
士
（
文
学
）
学
位
請
求
論
文

要
旨

日
本
後
紀
の
研
究

大
平

和
典



論

文

要

旨

本

論

文

は

、

六

国

史

の

一

つ

で

あ

る

『

日

本

後

紀

』

に

つ

い

て

、

基

本

的

な

問

題

を

検

討

し

た

。

そ

の

構

成

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

序

論第

一

部

第

一

章

『

日

本

後

紀

』

の

諸

本

を

め

ぐ

る

問

題

第

二

章

『

日

本

後

紀

』

の

編

纂

と

藤

原

緒

嗣

第

三

章

『

日

本

後

紀

』

の

桓

武

天

皇

紀

第

四

章

『

日

本

後

紀

』

に

お

け

る

平

城

上

皇

に

対

す

る

叙

述

―

薬

子

の

変

を

中

心

と

し

て

―

第

二

部

第

五

章

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

の

基

礎

的

検

討

第

六

章

『

類

聚

日

本

紀

』

の

基

礎

的

検

討

第

七

章

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

の

編

纂

と

流

布

を

め

ぐ

っ

て

第

八

章

尾

張

藩

二

代

藩

主

徳

川

光

友

の

学

と

堀

杏

庵

門

下

附

一

徳

川

光

友

の

詠

歌

拾

穂

附

二

翻

刻

・
『

頥

貞

先

生

年

譜

』
（
『

汲

古

』

第

一

号

所

収

）

第

九

章

『

日

本

逸

史

』

延

暦

十

三

年

十

二

月

庚

申

是

日

条

考

─
賀

茂

社

行

幸

初

見

記

事

の

出

典

を

め

ぐ

っ

て

─



結

論ま

ず

序

論

に

お

い

て

は

、

近

年

に

お

け

る

六

国

史

研

究

に

つ

い

て

の

所

感

を

述

べ

、

本

論

文

の

研

究

視

角

を

示

し

た

。

特

に

、

中

西

康

裕

・

高

森

明

勅

両

氏

に

み

ら

れ

る

よ

う

な

、

六

国

史

記

事

を

虚

実

に

切

り

分

け

る

と

い

っ

た

方

法

論

に

対

し

て

、

遠

藤

慶

太

・

細

井

浩

志

両

氏

が

指

摘

さ

れ

る

ご

と

き

、

国

史

編

纂

に

積

極

的

偽

造

を

認

め

な

い

立

場

を

尊

重

す

べ

き

で

あ

ろ

う

こ

と

を

述

べ

た

。

続

く

本

論

は

、

全

九

章

よ

り

成

り

、

第

一

部

・

第

二

部

の

二

部

構

成

と

し

た

。

第

一

部

は

、

真

本

『

日

本

後

紀

』

に

つ

い

て

論

じ

た

四

章

よ

り

成

る

。

第

一

章

で

は

、
『

日

本

後

紀

』

の

諸

本

に

関

し

て

、

近

年

の

研

究

成

果

を

参

照

し

つ

つ

、

主

な

写

本

（

三

条

西

家

本

・

柳

原

本

）
・

版

本

（

塙

本

・

本

朝

六

国

史

本

）
、

な

ら

び

に

活

版

本

に

つ

い

て

概

観

。

そ

の

上

で

、

三

条

西

家

本

と

塙

本

の

異

同

、

ま

た

そ

れ

ら

と

柳

原

本

と

の

異

同

箇

所

を

検

出

し

そ

れ

ぞ

れ

一

覧

に

し

た

。

最

近

刊

行

さ

れ

た

訳

注

日

本

史

料

本

の

残

存

巻

に

お

け

る

校

訂

の

態

度

に

つ

い

て

も

論

究

し

た

。

第

二

章

で

は

、
『

日

本

後

紀

』

編

纂

過

程

に

お

け

る

藤

原

緒

嗣

の

役

割

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

坂

本

太

郎

氏

に

よ

っ

て

、

終

始

一

貫

し

て

撰

者

の

任

に

あ

っ

た

緒

嗣

が

実

質

的

に

も

編

纂

を

主

導

し

、

そ

の

個

性

が

存

分

に

『

日

本

後

紀

』

に

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

、

と

い

う

こ

と

が

指

摘

さ

れ

、

現

在

に

至

る

ま

で

通

説

と

な

っ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

緒

嗣

の

経

歴

に

つ

い

て

検

討

を

加

え

た

と

こ

ろ

、

度

重

な

る

辞

表

は

儀

礼

的

な

も

の

と

は

思

わ

れ

ず

、

国

史

編

纂

へ

の

関

与

も

淳

和

・

仁

明

天

皇

朝

に

お

い

て

は

名

目

的

な

も

の

で

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

通

説

と

な

っ

て

い

る

坂

本

説

に

対

し

疑

問

を

提

示

し

た

。

第

三

章

で

は

、
『

日

本

後

紀

』

桓

武

天

皇

紀

の

あ

ら

ま

し

を

た

ど

っ

た

上

で

、

近

年

、

桓

武

天

皇

が

三

皇

子

の

兄

弟

相

承

を

遺

勅

さ

れ

た

と

す

る

説

に

つ

い

て

、

春

名

宏

昭

氏

に

よ

る

批

判

を

紹

介

。
『

東

宝

記

』



と

い

う

史

料

の

性

格

や

、
『

日

本

後

紀

』

の

叙

述

を

考

え

る

に

、

春

名

説

に

従

う

べ

き

こ

と

を

述

べ

た

。

第

四

章

で

は

、
「

薬

子

の

変

」

を

「

平

城

太

上

天

皇

の

変

」

と

称

す

べ

き

と

す

る

近

年

の

傾

向

に

対

し

て

、
『

日

本

後

紀

』

に

お

け

る

天

皇

に

対

す

る

批

判

的

な

文

言

を

検

討

。

そ

の

結

果

、

天

皇

に

対

す

る

批

判

は

平

城

天

皇

に

限

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

薬

子

の

変

を

叙

述

す

る

に

あ

た

っ

て

平

城

上

皇

の

責

を

問

わ

な

い

『

日

本

後

紀

』

の

立

場

に

注

意

す

べ

き

で

、
『

日

本

後

紀

』

を

素

直

に

解

釈

す

る

ほ

う

が

よ

い

で

あ

ろ

う

こ

と

を

論

じ

た

。

第

二

部

は

、
『

日

本

後

紀

』

散

佚

後

、

近

世

期

に

お

け

る

『

日

本

後

紀

』

復

原

作

業

が

行

わ

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

の

基

礎

的

な

検

討

を

行

っ

た

五

章

よ

り

成

る

。

特

に

、

一

般

に

広

く

流

布

し

「

偽

書

」

と

も

称

さ

れ

た

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

を

中

心

に

扱

っ

た

。

第

五

章

で

は

、

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

に

つ

い

て

、

そ

の

成

立

が

尾

張

藩

の

『

類

聚

日

本

紀

』

編

纂

に

求

め

ら

れ

る

こ

と

を

論

じ

、

あ

わ

せ

て

用

い

ら

れ

て

い

る

出

典

史

料

を

調

査

し

た

結

果

を

示

し

た

。

第

六

章

で

は

、

一

七

一

巻

に

及

ぶ

『

類

聚

日

本

紀

』

全

体

に

つ

い

て

、

出

典

と

し

て

用

い

ら

れ

て

い

る

史

料

を

調

査

し

た

結

果

を

示

し

た

。

ま

た

、

そ

れ

を

踏

ま

え

て

、
『

類

聚

日

本

紀

』

に

お

け

る

日

本

書

紀

部

分

と

日

本

後

紀

部

分

の

特

異

性

や

、
『

類

聚

日

本

紀

』

編

纂

に

つ

い

て

言

及

し

た

。

第

七

章

で

は

、

近

世

期

に

お

け

る

『

日

本

後

紀

』

探

求

、

と

く

に

林

家

・

水

戸

藩

に

お

け

る

動

向

を

概

観

。

ま

た

、
『

日

本

後

紀

』

以

外

の

書

名

で

伝

わ

る

復

原

本

・

抄

本

・

偽

書

と

目

さ

れ

る

書

に

つ

い

て

見

渡

す

と

と

も

に

、
『

日

本

後

紀

纂

』

と

『

類

聚

日

本

後

紀

』

に

つ

い

て

検

討

を

加

え

た

。

そ

れ

ら

に

よ

り

、
『

類

聚

日

本

紀

』

の

日

本

後

紀

部

分

の

編

纂

過

程

と

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

流

布

に

至

る

経

緯

、

す

な

わ

ち

は

じ

め

『

類

聚

日

本

後

紀

』

な

る

書

が

堀

杏

庵

に

よ

っ

て

作

成

さ

れ

、
『

類

聚

日

本

紀

』

完

成

前

に

亡

く

な

る

と

そ

の

弟

子

が

引

き

継

い

だ

こ

と

、

あ

る

い

は

『

類

聚

日

本

後

紀

』

が

『

日

本

後

紀

』

と

し

て

流

布

し



た

の

は

前

田

家

本

が

契

機

と

な

っ

て

い

る

で

あ

ろ

う

こ

と

を

推

測

し

た

。

第

八

章

で

は

、

前

章

に

お

い

て

、

尾

張

藩

に

お

け

る

『

類

聚

日

本

紀

』

と

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

の

関

係

性

を

め

ぐ

る

所

伝

が

尾

張

藩

の

記

録

に

認

め

ら

れ

な

い

こ

と

が

確

認

さ

れ

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

そ

の

原

因

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

結

論

と

し

て

、

初

代

藩

主

徳

川

義

直

の

跡

を

継

い

だ

二

代

光

友

の

学

問

へ

の

関

心

、

そ

の

こ

と

に

よ

り

藩

と

し

て

の

編

纂

事

業

の

企

て

が

な

か

っ

た

こ

と

に

理

由

を

求

め

た

。

ま

た

附

に

は

、

小

野

恭

靖

氏

に

よ

る

光

友

詠

歌

集

成

の

補

遺

と

、

堀

杏

庵

の

年

譜

（
『

頥

貞

先

生

年

譜

』
、
『

汲

古

』

第

一

号

掲

載

）

の

再

翻

刻

を

収

め

た

。

第

九

章

は

、

賀

茂

社

行

幸

に

関

す

る

『

日

本

逸

史

』

延

暦

十

三

年

十

二

月

庚

申

是

日

条

の

出

典

に

つ

い

て

の

検

討

で

あ

る

。

賀

茂

社

行

幸

に

関

す

る

こ

の

記

事

は

、

出

典

を

『

日

本

後

紀

』
『

日

本

紀

略

』
『

日

本

逸

史

』
『

水

鏡

』

と

四

通

り

示

さ

れ

る

場

合

が

あ

る

が

、

こ

の

う

ち

『

日

本

後

紀

』

と

い

う

の

は

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』
を

指

し

、
『

日

本

紀

略

』
は
『

日

本

逸

史

』
が

そ

の

よ

う

に

記

す

も

の

の

現

行
『

日

本

紀

略

』

に

該

当

条

文

は

な

く

、

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』
（
『

類

聚

日

本

紀

』
）

に

同

一

条

文

も

確

認

さ

れ

る

。

こ

れ

ら

の

検

討

か

ら

、
『

日

本

逸

史

』

が

「

日

本

記

略

」

と

す

る

こ

と

は

誤

記

で

あ

り

、

こ

れ

が

『

古

事

類

苑

』

さ

ら

に

は

そ

の

後

の

研

究

な

ど

に

も

踏

襲

さ

れ

て

い

る

場

合

が

少

な

く

な

い

も

の

と

推

測

し

た

。

以

上

本

論

文

は

、

九

章

に

亘

る

検

討

に

よ

っ

て

、

①

『

日

本

後

紀

』

残

存

巻

の

本

文

と

校

訂

に

つ

い

て

の

整

理

（

第

一

章

）

②

撰

者

の

個

性

が

国

史

に

反

映

さ

れ

る

こ

と

を

強

調

し

た

り

、

国

史

の

政

治

性

と

い

う

こ

と

か

ら

記

事

内

容

を

疑

う

、

と

い

う

よ

う

な

研

究

動

向

に

対

す

る

疑

問

・

批

判

（

第

二

章

～

第

四

章

）

③

従

来

ほ

と

ん

ど

研

究

の

な

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

、

近

世

期

に

流

布

し

た

二

十

巻

本

『

日

本

後

紀

』

に

つ



い

て

の

、

編

纂

・

素

材

史

料

・

流

布

と

い

っ

た

基

本

的

問

題

（

第

五

章

～

第

九

章

）

と

い

う

三

点

に

つ

い

て

、

問

題

点

の

指

摘

や

解

明

を

試

み

た

も

の

で

あ

る

。


